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第二次あきる野市総合計画基本計画（たたき台）各課からの修正依頼事項

第１章：都市整備分野

頁 該当箇所 回答

2

現状と課題２ 変更前

市の行政区域 7,334ha のうち、森林や丘陵地などの自然地が７割を占め、

台地部を中心に既存の集落や土地区画整理事業等により市街地を形成し

ており、平成 28 年３月 17 日現在の市街化区域は 16.3％（1198.0ha）、市

街化調整区域は 83.7％（6,136.0ha）となっています。

変更後

市の行政区域 7,347ha のうち、森林や丘陵地などの自然地が７割を占め、

台地部を中心に既存の集落や土地区画整理事業等により市街地を形成し

ており、令和 3年 4月 1日現在の市街化区域は 16.3％（1198.0ha）、市街

化調整区域は 83.7％（6,136.0ha）となっています。

2

現状と課題 4 変更前

都市づくりへと大きな方向転換が必要です。

変更後

都市づくりへと方向転換が必要です。

7

現状と課題１ 変更前

道路については、市内外を結ぶ幹線道路や地区の幹線道路、生活道路など、

体系的な道路網を構築し、それぞれの機能に応じた整備を進めていくこと

が課題となっています。都市計画道路は 21 路線で、総延長が約 39,050ｍ

あり、平成 30 年度現在の整備済延長は 26,930ｍで、整備率は 68.9％にな

っています。道路は、舗装・付属物の老朽化により維持補修の充実が必要

であり、幹線道路などの優先順位の高い路線から整備を行っています。

変更後

道路については、市内外を結ぶ幹線道路や地区の幹線道路、生活道路など、

体系的な道路網を構築し、それぞれの機能に応じた整備を進めていくこと

が課題となっています。都市計画道路は 20 路線で、総延長が約 38,700ｍ

あり、令和３年度現在の整備済延長は 26,620ｍで、整備率は 68.8％になっ

ています。道路は、舗装・付属物の老朽化により維持補修の充実が必要で

あり、幹線道路などの優先順位の高い路線から整備を行っています。

8

基本方針 変更前

整備計画を定めたうえで、

変更後

整備計画を定めた上で、

8

現状と課題６ 変更前

今後は、河川環境の維持・保全とともに～

変更後

今後は、国や東京都との連携の下、河川環境の維持・保全とともに～
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頁 該当箇所 回答

8

基本方針 変更前

市が管理する河川のうち、主な河川については、整備計画を定めたうえ

で、氾濫の恐れのある箇所の改修を進めます。また、河川区域内におい

て、親しみやすい水辺空間の整備等を進めるため、河川施設整備におい

ては、自然に近く良好な水辺環境を損なわないよう配慮します。

変更後

市が管理する河川のうち、主な河川については、整備計画を定めたうえ

で、越水や氾濫の恐れのある箇所の改修を進めます。また、河川区域内

において、親しみやすい水辺空間の整備等を進めるため、河川施設整備

においては、国や東京都と協議し、自然に近く良好な水辺環境を損なわ

ないよう配慮します。

10

施策の内容４① 変更前

策定していきます。

変更後

策定します。

第２章：産業振興分野

頁 該当箇所 回答

13

第２章タイトル 変更前

商工業の振興

変更後

活力ある商工業の振興

15

施策の内容１③ 変更前

圏央道の整備効果などから

変更後

圏央道の整備効果などにより

16

上部タイトル 変更前

商工業の振興

変更後

活力ある商工業の振興

16

現状と課題３ 変更前

あきる野商工会の会員へのアンケート調査（あきる野創業・就労・事業

承継支援ステーション Bi@Sta 実施平成 29 年度調査）では、

変更後

あきる野創業・就労・事業承継支援ステーション Bi@Sta が平成 29年度

に実施したあきる野商工会の会員へのアンケート調査では、
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頁 該当箇所 回答

21

現状と課題１ 変更前

休農地の有効活用

変更後

遊休農地の有効活用

22

施策の内容３① 変更前

農業振興地域農用地などの一団農地は、

変更後

農業振興地域内農用地などの一団農地は、

24

現状と課題３ 変更前

市民や企業などと協働

変更後

市民や企業などとの協働

第３章：市民生活・環境分野

頁 該当箇所 回答

28

タイトル 変更前

第 3節 清潔で快適な循環型システムの構築

変更後

第 3節 清潔で快適な循環型社会システムの構築

29

施策の内容１① 変更前

宅地建物取引業会等の協力による加入の呼びかけなど、

変更後

宅地建物取引業協会等の協力による加入の呼びかけなど、

31

現状と課題３ 変更前

東日本大震災以降、災害に強いまちづくりや地域における防災活動の重

要性が高まりました。また、気候変動の影響により、大雨の頻度や強度

は増加しているとされ、昨今の日本各地で発生している自然災害によ

り、災害に対する関心が高まっています。これまで以上に、自助・共助

の意識醸成を推進する必要があります。地域住民が自主的に連帯して防

災活動を行う自主防災組織は、令和３年１月現在 81団体設置されていま

す。

変更後

東日本大震災以降、災害による強いまちづくりや地域における防災活動

の重要性が高まりました。また、気候変動の影響により、大雨の頻度や

強度は増加しているとされ、昨今の日本各地で発生している自然災害に

より、災害に対する関心は一層高まっています。こうしたことから、こ

れまで以上に、自助・共助の意識醸成を推進する必要があります。
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頁 該当箇所 回答

31

現状と課題３ 変更前

また、気候変動の影響により、大雨の頻度や強度は増加しているとさ

れ、昨今の日本各地で発生している自然災害により、

変更後

また、近年日本各地で大雨による災害が発生しており、南海トラフ地震

や首都直下地震など、大規模地震の発生についても近い将来発生が予測

されていることから、

31

現状と課題４ 変更前

団員数の確保が必要です。

変更後

団員の確保が必要です。

32 現状と課題７と８の並び順を入れ替える。

33

施策の内容１② 変更前

備蓄整備の推奨に努めます。

変更後

家庭内備蓄の推奨に努めます。

33

施策の内容１④ 変更前

避難行動要援護者の支援体制づくりを推進します。

変更後

避難行動要援護者の支援方法と支援体制づくりを推進します。

33

施策の内容⑥ 変更前

大規模自然災害が起こっても

変更後

大規模自然災害や大規模な事故などが起こっても

33

施策の内容⑦ 変更前

受援計画を策定し、継続して検証と見直しを行うことで、受援体制の向

上を図ります。

変更後

受援計画を策定します。その後も継続して検証と見直しを行うことで、

受援体制の向上を図ります。

34

施策の内容４① 変更前

本市が平和であり、平穏な暮らしを守るためには、

変更後

本市の平和・平穏な暮らしを守るためには、
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頁 該当箇所 回答

38

施策の内容３② 変更前

地球の温暖化など環境への負荷を軽減するため、

変更後

地球温暖化など環境への負荷を軽減するため、

40

施策の内容３① 変更前

生物多様性保全や二酸化炭素の吸収、崖線保全などの機能を有する貴重な

緑の保全のため、

変更後

生物多様性の保全や二酸化炭素の吸収、崖線の保全などの機能を有する貴

重な緑を確保するため、

第４章：保健福祉分野

頁 該当箇所 回答

41

第３章タイトル 変更前

障がい者が一般社会で安心して生活できる福祉の充実

変更後

障がい者が地域社会で安心して生活できる福祉の充実

44

施策の内容２② 変更前

感染症発生の予防とその蔓延を防ぐため、結核検診や教育活動、広報活

動などにより、正しい知識や情報を提供するとともに、新型インフルエ

ンザ等の感染症に関する危機管理体制を充実します。

変更後

感染症の予防とその蔓延を防ぐため、結核検診や教育活動、広報活動な

どにより、市民に正しい情報を提供し、知識を得てもらえるようにする

とともに、新型インフルエンザ等の感染症に関する危機管理体制を充実

します。

46

施策の内容２② 変更前

孤立感を感じている

変更後

孤立を感じている

47

施策の内容３② 変更前

安全に安心して子育てを行えるための生活環境の

変更後

安全に安心して子育てを行えるよう、生活環境の
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頁 該当箇所 回答

47

施策の内容３③ 変更前

子育てグループ等への活動支援やそれぞれの地域における子どもたちの

安全・安心の確保と健全な育成を担う地域子ども育成リーダーを

変更後

子育てグループ等への活動支援やそれぞれの地域における子どもたちの

安全・安心の確保と健全な育成を担う地域子ども育成リーダーの

48

第３節 変更前

障がい者が一般社会で安心して生活できる福祉の充実

変更後

障がい者が地域社会で安心して生活できる福祉の充実

49

施策の内容１③ 変更前

関係機関が連携した切れ目のない支援体制の構築するほか、

変更後

関係機関が連携した切れ目のない支援体制を構築するほか

55
施策の内容１①

変更前

分野別相談内容の充実と合わせ、

変更後

分野別相談体制の充実と併せて、

第５章：教育・文化・スポーツ分野

頁 該当箇所 回答

60

第５節タイトル 変更前

社会教育推進体制の整備

変更後

社会教育の推進

58

現状と課題１ 変更前

高齢者、障害者、外国人、

変更後

高齢者、障がい者、外国人

62

現状と課題１ 変更前

社会的自立及び学校復帰を促す

変更後

学校復帰及び社会的自立を促す

65

施策の内容１② 変更前

１人１台タブレット端末

変更後

１人１台貸与するタブレット端末
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頁 該当箇所 回答

65

施策の内容１④ 変更前

郷土の豊かな自然と触れ合い活動

変更後

郷土の豊かな自然との触れ合い活動

60・61

67～69

第５章

第２節の修正

第５節・第６節の

再編

資料２－４のとおり修正。

第６章：行財政分野

頁 該当箇所 回答

74

現状と課題２ 変更前

高度情報社会

変更後

デジタル社会

74

施策の内容１① 変更前

国の推進する自治体の情報システム

変更後

国の推進する地方公共団体の情報システム

75

施策の内容２① 変更前

再編を検討します。

変更後

再編に取り組みます。

75

施策の内容２② 変更前

低未利用地等の利活用

変更後

ストック資産の利活用

75

施策の内容２③ 変更前

オンラインサービスの範囲を拡充します。

変更後

オンラインサービスの範囲を拡充することで、施設の総量の適正化に取

り組みます。

75

施策の内容２① 変更前

安全な公共施設等の提供とトータルコストを縮減するため、

変更後

安全な公共施設等の提供とトータルコストの縮減をするため、
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頁 該当箇所 回答

76

現状と課題１ 変更前

少ながらず偏りが生じています。

変更後

少なからず偏りが生じています。

78

現状と課題 1 変更前

町内会・自治会や、防災・安心地域委員会、地域経済活性化本部、

変更後

町内会・自治会や、防災・安心地域委員会、各活性化本部、


